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全国学力・学習状況調査について

全国学力・学習状況調査は、平成１９年度に始まった全国一斉の調査です。平成２２～２４年度は 
抽出調査（平成２３年度は震災の関係で実施を中止）でしたが、平成２５年度から再び全国すべての 
小中学校が対象となりました。なお、今年度実施された「理科」については、３年に一度実施されるも 
のです。 

◆ 調査の目的

（１）  児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を 
     検証し、その改善を図る。

（２）  学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立
     てる。

（３）  以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクル
     を確立する。

◆ 調査の対象

国・公・私立学校の以下の学年、原則として全児童生徒 

・小学校第６学年 

・中学校第３学年 

◆ 調査内容

（１）教科に関する調査 

【小学校】
国語Ａ・算数Ａ  （主として「知識」に関する問題）
国語Ｂ・算数Ｂ  （主として「活用」に関する問題）
理科       （主として「知識」「活用」に関する問題）

【中学校】
国語Ａ・数学Ａ  （主として「知識」に関する問題）
国語Ｂ・数学Ｂ  （主として「活用」に関する問題）
理科       （主として「知識」「活用」に関する問題）

「主として『知識』に関する問題」とは？  

これからの学習や生活をしていく上で、確実に身につけて 

おかなければならない基礎的な力を調査する問題 

「主として『活用』に関する問題」とは？ 

身につけた基礎的な力を生かして様々な問題を解決したり、 

工夫して生活したりする力を調査する問題 

（２）児童生徒に対する質問紙調査 学習意欲、学習方法、学習環境、

生活の諸側面等に関する質問 

（３）学校に対する質問紙調査 指導方法や取組、人的･物的な

教育条件の整備の状況等 

◆ 調査実施日 
平成 27 年４月 21 日（火） 
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国語に関する調査結果

題）
≪優れている所≫ 
○文の意味のつながりを捉え、仮定の表現

として、適切なものを捉える力 

読む力 

○国語辞典を使って、言葉の意味と使い方を

理解する力 

○学年別配当表に示されている漢字を正し

く読む力 

言語についての知識・理解・技能 

≪努力を要する所≫ 

○学年別漢字配当表に示されている漢字を

正しく書く力 

○文の中における主語を捉える力 

○文を構成する主語と述語との照応関係を

捉える力 

言語についての知識・理解・技能

≪優れている所≫ 

○目的に応じ、中心となる語や文を捉え

る力 

○目的や意図に応じ、記事に見出しをつ

ける力 

○目的に応じ、文章の内容を的確に押さ

えながら最初に持った疑問を捉える力 

○登場人物の気持ちの変化を想像しなが

ら音読する力 

読む力 

≪努力を要する所≫ 

○目的や意図に応じ、取材した内容を整理

しながら記事を書く力 

書く能力 

日常の授業の中でも、学習のまとめや感

想等を文章で書いたり、意図していること

を伝えるために、事実や情報を整理して書

いたりすることを苦手としている。そのた

め、そのような学習経験を積み重ねていく

必要がある。 

今後の具体的な取組

○物語文や説明文を読み取っていく際に、「誰が・何が・どうなった・どうした」 

など主語や述語を明確にしながら読み取りを深めていけるよう指導していく。 

○指示語やまとめを表す言葉に注目させながら、文章の構成を読み取り、要旨をまと
めることができるよう指導していく。 

○読書週間等を利用し、より多くの漢字に触れる機会を増やすとともに、 
日常の書く活動で漢字を活用するように指導していく。 

国 語 Ｂ 
（主として「活用」に関する問題）

国 語 A
（主として「知識」に関する問題）
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算数に関する調査結果

 題）

≪優れている所≫

○繰り上がりのある２位数の加法計算 

○分数の除法計算（除数が整数の場合） 

数量や図形についての技能 

○加法における確かめ算の方法の理解 

○グラフの読み取り 

○式と図の関連性の理解 

数量や図形についての知識・理解 

算数の学習に苦手意識を感じている児童

が多い。そこで、日々の授業は、隣の席や

班の友だちと交流をさせて、協力して課題

に向かう場を設定している。 

 交流について楽しいと感じている児童が

多く、意欲的に取り組む様子が見られる。

友だちとのやり取りの中で「あ！そうか！」

と課題を理解することがあり、子どもたち

も交流学習による効果を実感しているよう

である。 

≪努力を要する所≫ 

○１８０°よりも大きい角度の求め方 

数量・図形についての技能 

○円の性質を基に、二等辺三角形を 

 証明する方法 

数量・図形についての知識・理解 

 図形の問題に困難を感じている児童が多

い。図形を作成する学習用具の使い方や、

図形のもつ性質の理解を促す指導が継続的

に必要である。 

≪優れている所≫

○単位量当たりの大きさを用いて、目的に

応じた買い物の仕方を選択し、代金を求

める。 

数量や図形についての技能 

○平行四辺形の性質を基にした、平行四辺

形を構成することができる辺の組み合わ

せの理解 

数量や図形についての知識・理解 

≪努力を要する所≫ 

○図形の性質を生かした証明 

○示された情報から、基準量を求める場面

と捉え、比較量と割合から基準量を求め

る。 

○正三角形の性質を基に、示された周りの

長さから辺の長さが等しくなる位置を求

める。 

○概数を用いて見積もりをし、結果に基づ 

 き判断をする。 

○長方形の面積を２等分する考えを基に、

分割された二つの図形の面積が等しくな

る理由を記述する。 

数学的な考え方

 自分の考えを言葉や文章で表すことが苦

手な児童が多い。友だちと意見交流の場を

設け、自分とは違う文章表現や新しい考え

方に出合うことで、児童の苦手意識を取り

除くような取組が必要である。

今後の具体的な取組

○日常生活に結びつけた、様々なパターンの文章問題に触れる機会を設ける。 
○習った事やキーワードを掲示し、児童が説明をする際の手だてとし、既習の学習 

を前提に新しい学習事項が考えられる環境をつくる。引き続き、友だちとの意見 

交流も続けていく。 

○図形の学習の際には、図形を作成する学習用具の使い方や、図形の 
もつ性質の理解を促す指導を継続的に行っていく。 

算 数 Ｂ 
（主として「活用」に関する問題）

算 数 A
（主として「知識」に関する問題）
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取組

理科に関する調査結果

≪優れている所≫

（主として「知識」に関する問題） 

○示された器具（顕微鏡、メスシリンダー）の名称を書く事（観察・実験の技能） 

○星座の動きを捉えるための適切な記録方法を身につける事（観察・実験の技能） 

○水が水蒸気になる現象について、その名称を書く事 

（自然事象についての知識・理解） 

（主として「活用」に関する問題） 

○星座や雲の動きについて、観察記録を基に考察して分析する事 

（科学的な思考・表現） 

≪努力を要する所≫ 

（主として「知識」に関する問題） 

○メダカの雌雄を見分けるための観察する部分を選ぶ事 

（自然事象についての知識・理解） 

○顕微鏡の適切な操作方法を身につける事         （観察・実験の技能） 

（主として「活用」に関する問題） 

○振り子の運動の規則性を振り子時計の調整の仕方に適応できる事 

（科学的な思考・表現） 

○電磁石と磁石の同極が退け合う性質を振り子が左右に等しく振れる仕組みに活用で

きる事                        （科学的な思考・表現）  

○電磁石の働きを利用した振り子が左右に等しく振れる導線の巻き方や乾電池のつな

ぎ方について、当てはまるものを選ぶ事         （科学的な思考・表現） 

○インゲンマメとヒマワリの成長の様子や日光の当たり方から、適した栽培場所を選

び、選んだわけを書く事                （科学的な思考・表現） 

○実験の方法や仮説を考えたり、もの作りをしたりする際に、これまでに学習した 

ことを生かして考えることや、そこで用いた性質や働きを明らかにすることを意

識できるように指導していく。 

○考察したことや判断した理由を説明する活動を充実させる。その際には、観察、実    

験の結果を基に事実と解釈の両方を示す必要があることを理解できるように指導し  

ていく。 

○日頃から、身の回りで見られる自然や日常生活の事物・現象について、これまでに 

    学習した内容を適応して考える言葉かけや活動を取り入れていく。 
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学習について 生活について 

児童質問紙の結果より

題）

≪よかった所≫

○「国語や理科の勉強が好き」と回答した児  

 童が多く、全国・県平均と比較しても、学 

 習に対する興味・関心が高い割合を示した。 

○総合的な学習の時間では、７７.３％の児 

 童が、「自分で課題を立てて情報を集め整  

 理して、調べたことを発表するなどの学習  

 活動に取り組んでいる」と回答した。 

 （全国６５.８％） 

≪課題と思われる所≫ 

●５年生までに受けた授業では、「学級の友

だちとの間で話し合う活動をよく行ってい

た」と答えた児童は７６.１％であり、県・

全国平均より８～９ポイント低い。 

●国語の勉強が好きな児童が多い一方で、授 

 業の内容の理解については、２３.９％の  

 児童が分かりにくさを感じていた。また、

自分の考えや意見を書いたり話したりする

ことや読解を苦手としている児童が３～４

割いる実態がある。 

●算数の勉強が好きと回答した児童は、全国 

 平均並みの６７％であるが、授業の内容が

分かる児童については、本校で７５％、全

国で８１％であった。また、問題を解くと

きにもっと簡単に解く方法があるかを考え

る児童は、本校で６８.２％、全国で７９.   

≪よかった所≫

○地域や社会で起こっている問題や出来事に  

 興味・関心をもち、新聞を読んだり、テレ  

 ビやインターネットのニュースを見たりし

ている児童の割合が、全国平均よりも６ポ

イント高い。 

○家の人に学校の出来事について話をしてい  

 る児童（本校８４.１％・全国７９.５％） 

 が多く、家庭でのコミュニケーションがよ 

 くとれていることが分かった。 

○５４.５％の児童が、友達の前で自分の考え  

 や意見を発表することが得意と回答した。    

 （全国平均５１.２％） 

≪課題と思われる所≫ 

●６６％の児童が、自分にはよいところがあ 

 り、難しいことでも恐れずに挑戦している 

 と回答した。（全国共に７６.４％）     

  反面、約３分の１の児童は、自己肯定感

や挑戦意欲に乏しく課題が残る。 

●地域や社会への関心があり、身近な地域を 

 よくするために何をすべきかを考えている 

 児童は多いが、今住んでいる地域への行事 

 に参加している児童は、５２.３％であり、 

 全国平均６６.９％に比べてかなり低いこ 

 とが分かった。今後の課題は、 

 地域の行事への参加を促して 

 １％である。算数の学習で苦手意識をもつ    いくことである。 

児童が多いことが分かった。 

○学習については、児童の実態を把握し、興味・関心をもつことのできる導入の展開や、 

   意欲を持続できる意図的・計画的な指導法の工夫・改善を図る。（よくわかる授業） 

  ○学習ルールや基礎学力の定着を図りながら、学習課題に対しての追究心を絶えずもて 

るように配慮し、児童一人ひとりの課題解決を深める授業の展開を図る。学習の振り 

返りを大切にしていく。（基礎・基本の定着） 

○総合的な学習の時間や道徳の学習を通して、地域社会への所属意識を高め、地域行事 

への参加を積極的に促していく。 

○ふだんの言葉遣い（言語環境）を見つめ直し、友達と仲良く信頼関係を保つために、 

気持ちのこもった挨拶の励行をし、相手を尊重する態度を養わせる。 

今後の具体的な取組



規則正しい生活習慣を身につけていきましょう。１

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

２ ３

４ ５

平成２７年度全国学力・学習状況調査の結果の分析より、「ご家庭で取り組んでいただき

たい５つの項目」をまとめました。できることから、ぜひ、始めてみてください。

ご家庭で取り組んでいただきたいこと

「早寝、早起き、朝ご飯」を続けて実践し、基本的生活習慣を身につけて学習に生かしていきましょう。

（朝食を食べている児童 … 本校９３．２％ ・ 県８７．５％ ・ 全国８７．６％）

家庭学習の習慣を身に

つけていきましょう。
「１０分×学年」が家庭学習の目安です。学習

状況を見守り、ほめて励ましてください。

親子で弾む会話をして

いきましょう。
普段の生活や学習、さらに社会の出来事や将

来などについて積極的に話し合いましょう。

普段（月～金曜日）、１日当たりどれく

らいの時間、勉強していますか
家の人と学校での出来事について話を

しますか（兄弟姉妹を除く）

家庭で決めたルールを守り

ましょう。
テレビ・ゲーム・携帯電話・スマートフォンに費やす時

間を家族で決めて守っていきましょう。

今、住んでいる地域に愛着

をもちましょう。
地域の行事に参加することで知り合いができ、安

全・安心な生活を送ることができます。

今、住んでいる地域の行事に参加して

いますか。
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普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら

いの時間、テレビゲームをしますか。
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　文部科学省が全国の児童生徒の調査結果を分析したところ、次のようなことがわかりました。
　海老名市全体の分析でもまったく同じ結果が出ています。

　　　次のような児童・生徒ほど、教科の平均正答率が高い傾向にあります。
　　　（教科に関する調査、児童・生徒質問紙調査より）

学校における指導と学力との関係

学習･生活習慣と学力との関係資料

児童・生徒の学習･生活習慣と学力との関係

【教科への関心・意欲・態度】

・国語、算数、理科に対する関心・意欲・

態度が高い

【家庭学習・読書】

・ 学校の授業時間以外での学習時間

が長い

・自分で計画を立てて勉強をする

・学校の宿題、授業の予習・復習をする

・読書が好き、読書時間が長い、学校や

地域の図書館に行く頻度が多い

【学校生活】

・学級みんなで協力して何かをやり遂げ、

うれしかったことがある

・先生は、自分のよいところを認めてくれ

ていると思う

【基本的生活習慣】

・ 朝食を毎日食べる

・毎日、同じくらいの時刻に寝る

【メディアとの関係】

・ 携帯電話やスマートフォンで通話や

メール、インターネットをする時間が短い

【自尊感情・規範意識】

・ ものごとを最後までやり遂げて、うれし

かったことがある

・学校のきまり、規則を守っている

・人の気持ちが分かる人間になりたいと

思う

【家庭でのコミュニケーション】

・家の人と学校での出来事について話

をする

・家の人は、授業参観や運動会などの

学校行事に来る

【社会に対する興味・関心】

・地域や社会で起こっている問題や出来

事に関心がある

・新聞を読んでいる

・テレビのニュース番組やインターネット

のニュースを見る事に関心がある
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